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奥三河の四季

『ブナ倒木』ブナ科ブナ属

10年ほど前にブナの大木が倒れた。樹齢が数百年の老木になると色々な

植物が薑生している。大きく開けた林床には陽が降り注ぎ次の世代の幼木が

育ち始めている。高さが15～30mになる落葉高木
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講座研修「愛知県の自然の状況一生き物を通して一」（第2回）

『愛知県の植生とその現状』聴講要旨
（講師：中西正当協議会会長）報告：知多支部小川展弘

研修場所：などやボランティアセンターNPOセンター会議室

研修日時：9月23日（祝、木）

＜プロローグ＞

韓
愛知県の気温と降水量は、年による

違いが大きい。降水量分布では最大

2,100mm、最小1,200mmの変動が、

気温においては最大17．3℃、最小

15.4℃の差がある。近年温暖化の傾向

にあり、植生には少なからず影響を及

ぼしている。植生群落の成立条件であ

る気温と降水量について夫々変動分は
写真研修風景

あるが､気温15～16℃､降水量1,800mm

の範囲内で愛知県の植生の特徴とその近況について述べたい。

く愛知県の群落分布＞

・日本の森林帯を大まかに分類すると、沖縄は亜熱帯の多雨林（ピロウ等)、その

北が暖温帯で常緑広葉樹林（照葉樹林）帯が分布する。本州の中北部と北海道

東部を除く残りの地域が冷温帯で落葉広葉樹林帯が主体、北海道東部は常緑針

葉樹林帯である。

．従って、本州中央部で、降水量もある愛知県は水平分布的に見ると北東部日本

の樹林帯と接した照葉樹林帯でシイ類、カシ類、クスノキ、ツバキ、タブノキ

等で構成されている。

．また、垂直分布模式的な群落で見ると奥三河、設楽山地は冷温帯の落葉広葉樹

林のブナ、ミズナラ群落で、尾張丘陵、濃尾平野は暖温帯のシイ・タブ群落の

照葉樹林帯で構成されている。

なお、標高約700mの中間温暖帯域ではモミ、ツガ、シキミ等の常緑高木が

分布する。暖温帯の段戸山・裏谷には、中間温帯のモミ、ツガ群落も混在して

いる。

く特異な群落の存在＞

・湿地植物群落で有名な葦毛湿原にはモウセンゴケ、サギソウ等の群落と、その

周辺には、コナラ群落、スギ・ヒノキ植林が見られる。
● 耳 一…＝
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．同じく豊橋市東部にある標高358mの石巻山には、石灰岩地植物である常緑性

のクモノスシダがある。

・渥美半島西部のハマナデシコ、ハマウツボ等は海浜植物群落の代表例である。

これら湿地、海浜(塩生含む)植物は,その群落域が狭くかつ小分布のため植生図

には載らない。この他、奥三河の一部にしか咲いていないエンシュウシャクナ

ゲ等愛知県・静岡県の一部にしかない植物がある。

く里山の認識＞

・県内の標高300m以下の二次植生分布データに基づき、豊橋、豊川、奥三河な

ど代表的な里山群落の来歴を概説。

・過去の里山は、松林であり、それが松枯れでなくなってしまった。

、その出発点は、20年サイクルの雑木林の循環図を描いた“教科書”だけではな

いことを強調。

く植生に関する課題＞

・植林の増加と相俟って無管理状態で放置されている。

・植物の持､ら込みやﾋﾞｵﾄｰﾌﾟのあり方などを例示、自然認識の再構築と効用を力説

された。

く質疑応答と今後の取組み＞

里山管理について、
通，’

離
銀

訟
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知

全体の生態系を考えた循環型の

管理が望ましい。

今ある地域毎に当てはまる、将

来を見越した植生を考慮する必

要あり。

熟 ~？

… i＄

、外来種などは、ゾーン(zone)写真熱心に説明する中西先生

化する必要あり。

・自然観察指導員として参加者にどう説明するか。

等の意見が抽出され、別途“部会(WG)"などを通じ見解を統一する必要あり

との認識で一致した（平成17年1月30日開催の里山研修時には具体事例紹介な

どをお願いする事が決定された)。

『
■
１
日
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先生の「里山の見方、考え方､接し方、

そして使い方」というタイトルの講義

があり、特に先生自身が地元で“里山

の自然環境を復元させ、守る”実践的

な指導とそのための基本的な理念を、

展望をもって話されました。その話の

中で、愛知県にはそれなりの規模（国・

県立）の「自然史博物館」も「生態園」

もなく、この地域の自然保護運動をリ

ードする専門分野ごとの研究者が少な

い（いてもきわめてマイナーな存在）

という残念さを改めて感じた。万博を

機会に、海上の森にそんな研究センタ

ーを作る運動が盛り上がってくれると

うれしいのですが。

いずれにしても愛知県の植生は｢周伊

勢湾要素｣、「東海丘陵要素」と呼ばれ

る大変特徴のある植生が多くあります。

これらを含めてこの地域の全体像を把

握する規模の大きな調査計画の立案が

望まれます。

9月4，5日（士、日）に春日井市少

年自然の家にて参加者34名で植生管

理研修会が開催されました。あいにく

の雨のため、講義が中心となりました

が知見を深めることが出来ました。

＜1日目＞

名古屋支部松原秀臣

午後から始まった研修会の最初は､岡

山理科大学の波田先生の講義でした。

「植生調査の目的とアプローチ｣とい

うタイトルでしたが、先生は『湿原の

植生」が専門とのこと。話はいきなり

「里山の成立条件」云々で始まり、日

本にしか成立しない里山は､“稲作十畑

作十農用林”としての身近な山林があ

ったことで、その存在を可能にしたこ

と。また果たして里山の復元は可能か

等の話があった。更に里山で利用され

た樹木の種類や特性､シードバンク（休

眠種子）をつくる樹種や遷移の進んだ

湿原の復元・保全工事の経験から興味

深い話があった。

その後、実地に「植生調査」をする目

的で、全員会場近くの高台に登ったが、

あいにくの荒天で予定の調査はできず、

残念。高台に上る途中で遷移途中の湿

地を見たが、「自然保護」の本来の目的

とあり方について考えさせられた。

夕食後は千葉県立中央博物館の中村 岡山理科大学波多教授によるフィールドワーク

＝三一罰:濤一~-＝．．ーゞ、一一一ニーーーーーー~~K~王二－一一二画＝一一・・一・…＝ﾍｰｰｰ‐｡｡～一一・＝塞一雪一一･…-.---,＝一
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＜2日目＞

尾張支部樋口祐子

前日からの雨が止まず、一日中雨でし

た。予定では8時から植生管理プラン

ニングの進め方の講義を受け、その後、

昼まで各グループに分かれて実習を行

い、午後から植生管理プランの発表と

まとめということでした。私は少年自

然の家及び築水の森の辺りを歩いてい

るので、築水の森を中心とした植生管

理に関心を持ち、植生管理プランニン

グとはどんなものなのか、また、植生

管理はどのように行うのかなどいろい

ろ教えてもらいたいと思い、申し込ん

だのですが、雨で実習が中止となり、

とても残念でした。

当日は予定を変更して、『地域の保全

活動の課題」と『自然観察会の問題点」

の2つについてワークショップの形で

グループごとに話し合い、その結果を

B紙にまとめ、午後からグループごと

に発表しました。保全活動については

不在地主が多く、士地所有者がはっき

りしない、情報不足である、行政との

r可

L』

かかわり、市民参加の組織作りのむず

かしさなど活発な意見が出されました。

自然観察会の方は年間プログラムをい

かに作るか、様々な参加者を満足させ

るプログラムをいかに作るか、若者を

どう参加させるか、地域の複数の活動

組織をどのように連携させるかなどの

問題点が挙げられました。

参加者の中には森作りや湿地の保全

活動、水源の森トラスト、子どもエコ

クラブのサポーターなど多彩な活動に

取り組んでいる方が多く、その熱心な

活動に感心させられました。

観察会の進め方として､中村先生から

①年間計画をできるだけ早く作る。

②テーマを設定する。（たとえば子ども

のための観察会、親子のための観察会

など）

③子どもの発見を聞き、感動を共にす

る。

の3点について助言がありました。

自己紹介カードを見ると､参加の目的

として植生管理について学びたい、し

っかりした知識を身に付けたいという

意見が多くあったように思いました。

私としては、このような演題による話

し合いではなく、なかなかこのような

機会は無いので、お二人の先生方の講

義を集中講義でみっちり聞きたいと思

いました。

グループ討議後の参加者による発表

「
型
Ｆ
Ｌ ●
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壱町田湿地は、知多半島の武豊町北部

にある丘陵地帯の中の小さな湿地です。

湿地の広さは周囲を囲む林を含めてもお

よそ1.1haほどしかなく、湿地の面積だ

けとなると10aはありません。しかし、

この湿地は愛知県のレッドデータブック

で絶滅危倶種1A類に分類されているシ

ロバナナガバノイシモチソウや同IB類

のヒメミミカキグサを始めとする多くの

貴重な植物が生育し、昆虫ではハッチョ

ウトンボや準絶滅危愼種のヒメタイコウ

チなどが確認されている群落であること

から、昭和59年に愛知県の天然記念物

に指定されています。これらの貴重な生

物からなる群落を守るため、武豊町歴史

民俗史料館が中心となり、壱町田湿地を

守る会と総合的な学習の時間を活用して

地元の小中学生が保全活動を行っていま

す｡壱町田湿地の保全活動は湿地内の除

草作業と湿地の周囲を囲む林が湿地に影

を落とし過ぎないようにするための剪

定・間伐などがあります。

除草作業については武豊町周辺には本

来どのような植生をした湿地があったの

かを考えた上で、どの程度の頻度と強度

で行えば良いのかについて守る会の中で

も確かな答えが出せずに、様子を見なが

ら少しずつ行っています。具体的には全

体を春と秋に除草するのですが、大部分

は自然に茂ってきたイネ科などの草がい

くらか残る程度で除草する中に、部分的

にすべての草を取り去る部分を作ってい

ます。これには、シロバナナガバノイシ

モチソウやミミカキグサ類は湿地の中で
ー

6

ー

もイネ科植物などの無い泥の上でよく生

育するものの、湿地のすべての草を取っ

てしまうことは湿地の本来の植生とは異

なってしまい、湿地の保全の観点とは、

ずれてしまうという理由があります。

また湿地の周りを囲む林は昔、仏壇へ

供えるヒサカキを採る林であったらしく、

ヒサカキが多く生えています。しかし、

近年、ヒサカキが徒長し、湿地への日当

たりが悪くなるほどになっていること、

そして湿地は貧栄養な土地で成立するこ

とから、間伐や剪定についても近く予定

しています。非常に小さな面積の群落な

ので切り過ぎず、かつ湿地の富栄養化が

進まないように慎重にしています。

各地で湿地や里山の管理は行われてい

ますが、壱町田湿地では管理をしていく

上での目標とするイメージを作り上げて

いくことの難しさを守る会のメンバーは

最近、特に実感しています。植生は一度

変えてしまうと、それが回復するには非
常に長い時間がかかることから、将来に

残すべき価値のある植生とはどのような

ものなのか、そのために何をすれば良い

のかを考えながら、守る会の活動は行わ
れています。

今年9月5日の公開日の様子
一
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登山、ノ、イキング、冒険体験、スキー、
スノーボード、サイクリング、マウン
テンバイク、乗馬、カヌー、カヤック、
ダイビング、つり、ボート、ヨット、
グライダー、スカイダピング、ハング
グライダーなど加える解釈もあるみ
たいです。今までの経験からするとア
ウトドアースポーツは、自然の中で、
生き物を意識した各種の自然体験学
習をするのとは、別のような気がしま
す。熱心にスポーツをすればするほど
自然を構成している生き物に目が行
かなくなると思います。
「ニツ池セレトナ」で行う行事にレ
クリエーションの要望も現実にあり
ます。少なくもここで行う行事は生き
物とかかわりを持ち、自然環境を考え
る自然体験事業をするつもりです。

して勤務しています。今までの仕事と
はがらりと変わり、ライフワークのみ
になったような職場です。総工費4億
円の内、国から2億円の資金で作られ
たこの職場には、本来、正規職員が勤
務していて、その指示により働きたい
ところです。しかし、臨時職員4人で、
あたふた施設運営をしています。そん
な中、施設の名称の由来に負けないよ
う色々な行事を試行錯誤しながら計
画しているところです。自然体験学習
関係に人的つながりが無いので、僅か
なお礼で大府・知多自然観察会の皆さ
んに、主な行事のお手伝いをお願いし
ています。

施設があるニツ池公園の面積のほと
んどは、池で森の部分が少なく、その
樹冠の半分以上はニセアカシア、ソメ
イヨシノなどの植栽樹が占めていま
す。園内は定期的に池の縁から林縁ま
できれいに草を刈り取るので、帰化植
物が優占する植生となっています。広
い面積を占める池には外来種のミシ
シッピアカミミガメ、ウシガエル、オ
オクチバス、ブルーギル、コイがたく
さん生息しています。二つある池の下
池に、一周する遊歩道があります。遊
歩道の一部は親水デッキといって池
に張り出した遊歩道が作られ、さらに
池の中心に向かって、浮き桟橋が設け
られています。そして池の中心には噴
水が夜まで水を噴き上げ夜間照明が
つけられます。その関係で水鳥はほと
んど寄り付きません。「ニツ池セレト
ナ」の施設は池に向かって3方が広い
ガラス面になっていて、噴水がある池
への眺めは最高です。反面、この広い
ガラス面に野鳥の衝突死が時々発生
します。今までにスズメ、カワセミ、
センダイムシクイ、ジュウイチ、カッ
コウ、キジバト、キピタキが犠牲にな
りました。

自然体験の中にキャンプ、スカウト

施設は都市公園内で、色々な制約が
あります。そんな中でどんな活動をし
ていくか思案をしています。公園の中
で広い面積を占める池には水生植物
ｶﾖ少なく、外来動物が圧倒し住んでい
ます。これを逆転させるために水辺に
水生植物を植栽し、水質の改善を図る
こと。園内にはびこっているニセアカ
シアを押さえて知多地方に自生する
樹木を植栽していただくように働き
かけたいとたいと思います。
上池は更地の中にある池で毎年、カ
モの渡りがやってきます。この池を市
民参加で時間を掛けて、この地方にふ
さわしい自然にしたいと思っていま
す。しかし、都市公園内の未整備地で
あるので国庫対象事業にされる可能
性があります。
以上、現状と私見を述べました。
「ニツ池セレトナ」の活動案内は
http://www.medias.nejp/"､seletona/

＝三三三二＝三】
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自然観察のフィールドを則子な状態に保つ

ためには管理が必要ですが、きちんと行おうと

すると人手がかかりなかなかたいへんですbそ

こで、限られたメンバーだけでなく、多くの人

が管理に参加できるようなしかけが望まれま

すも

私たちの観察フィールドは、1996年に開設

された陪倉市自然生態園」です6水田地帯に

位置し、鎮守の森を囲み、池と草原を酉瞳した

面積約7000㎡(鎮守の森を含めた面澗のピ

オトープ公園ですb

ピオトープだから手を加えずに､放置してお

けばいいという考え方もあるかと思いますが、

子供たちが魚や昆虫などの小動物とふれあう

場として整備された公園という場所柄、ある程

度の管理は必要ですb園内の草原音|扮は､年2

回、市が付近の老人会に委託して劇|｣を実施し

ていますが、それ以外、例えば池の中などはそ

の業務の対象外となっていますも

ここは｢たんぽの国のとんぼの;則と名づけ

られ、池は通称「トンボ池と呼ばれているよ

うに、トンボが生息できる環境をめざしていま

すも

開設以来、生態園に生息する生物のモニタ

リングを実施していますが、開設後4年目くら

いから池から発生するトンボの種類も量も減

少してきました。人工的なピオトープではどこ

でも見られる現象のようですも代わりにアメリ

カザリガニ（以下「ザリガニ」と表示）など特

定の種が増えています6トンボが減ったのは池

の環境が変化したことが大きく効いているの

でしょうが、ザリガニによるヤゴの捕食も原因

の一つと考えられます6

そこで、池のザリガニが増えすぎないよう

に管理することが求められま土ボランティア

●

－8－
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ヒゴ

を募ってザリガニを捕獲しようとするとたい

へんですが、来園者にザリガニ釣りを楽しんで

もらい、釣り上げたザリガニを池に戻さないこ

とで､数のコントロールが可能ですbそのため、

中学生以上は原則としてﾝj,動物の採取禁止と

している生態園ですが、ザリガニ釣りを認め、

ザリガニ釣り大会を開催するなどして来園者

に釣り方を教えたところ、今ではザリガニ釣り

で有名になり、春先から晩秋まで多くの親子連

れが訪れるようになりました。こうして釣り上

げられるザリガニは、多い日には数百匹になり

ますが、それでも天敵がほとんどいない池では

ザリガニはそれほど減少していませんb

また､池に生えた水草の管理も重要です6池

には最初にヒメガマ、マコモ、カンガレイを植

栽しましたが、それ以外に地元の人がスイレン、

キショウブ、カキツバタなどを植えました。こ

れらが年とともに生育範囲を広げて水面のか

なりの面積を占めるようになってきました。そ

うなると、トンボがたくさん生息できる環境と

してふさわしくなくなるため、水草の刈り取り

も必要になってきますb

そこで毎年1回秋に、池の水を抜いて水草

の刈取りを行い、あわせて農業用水を通じて入

ってくるコイやナマズなど大型の魚やカメな

どを五条川に移していますbこれも市民に呼び

かけて実施していますが、魚のつかみどりには

加わっても水草の除去に参加するまでには至

っていません，レンコンに似たスイレンの根を

折らずに長く掘り出すコンテストなどを開い

て、参加を促すようなことを考える必要があり

そうですも

三］
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西三河自然観察会のホームページ開設

西三河支部吉田彰

このたび西三河自

然観察会のホームペ

ージを開設しました。

ホームページアド

レスは

http://www.mita.2y.

net/nature/nishimik

awa/index.htmlで

す6

現在は自然観察会

の日程案内などが中

心で､まだまだ不十分

な内容ですが、順次、

西三河然観察会の活

動報告や西三河の自

然に関する資料など

を掲載していく予定

ですb

また､西三河自然観

察会の専用メール

(nishimikawa-shize

n@nita.2y.net)も開

設しました。

リンク集などの掲

載も予定しています

ので､相互リンクをい

ただける方､あるいは

ご意見や資料を提供

いただける方は

nishiInikawa-shizen@

mita.2y.netまでご

連絡ください。

ご協力よろしくお

願いしますろ
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●

言っても4－5歩も歩けば裏に出てし●
まいそうな店ですが)、プラスチック製

の100リットルぐらいのバケツに造

られていて、お客にそこから汲み出し

て飲ませていました。中を覗くと村山

さんが棒でかき回しながら、底からい

ろいろ持ち上げてきます。サルの薫製

状態の物、カメの丸ごと、ヘビなどは

その姿から分かりましたが、他にも何

か入っているようです。サルもカメも

1個体しか入っていないようでした。

サルはスロー・ロリスの仲間で(英

名:SIowLoris/学名:NycticebuS

coucang)、昔から薬として使われてい

たようです。一昨年の正月にシェムリ

アップの奥の、プノン・クーレンの山

の中のお寺に行った時も、沿道で幾つ

か売っていました。開いて薫製状に干

してある－つを標本のために買ったら、
生きた物もどうかと言って進められた

ので、森林地帯では、普通に売られて

いるようです。他にもコンポンチヤム

の市場で見かけたことがあり、伝統薬
として需要が結構あるようです。実際

の使い方が分かったのは初めてです。

煮出して使うのかと思っていましたが、
アルコールで抽出するのが普通なのか

も知れません。カンボジアには、ピグ

ミー・ロリス（英名:PygmyLoris/学

名:NyctiCebusPygmaeus)もいるよう
ですが、あまり見かけたことはない様
に思います。いずれも保護獣になって
います。村山さんは、1リットル入っ

ているこの抽出液を買いましたが、5
ドルとカンボジアとしては結構なお値

段でした。ラベルには、男性の夜の薬
だという話も書いてありましたが、何

にでも効くと言うことでした。この薬

が効いたのか、昼寝はぐっすりでした。

一
鐸

力
．、Z･4

．．画一：

ﾝボジZの湿象一
協議会嶺淘全蕊謹臣

堆一堂-'噌竺､蕊誤

カンボジアには温泉はないものと思

っていましたが、西の方のキリロム山

塊の東端に淵泉が出ていました。水温

は65．3℃、立派な温泉です。暑い

ところの人達は、温泉には関心が薄い

らしく、入る様にはなっていませんで

した。山の端に湧き出していると言う

ので、私も同僚の村山さんも小川に湧

き出している温泉を想像していたので

すが、なんと平坦地の湿原の真ん中に

出ている様な温泉でした。手を入れら

れない温度です。草原は結構70セン

チぐらいの草丈があり、奥の方は分か

りませんが、熱い温泉の縁まで茂って

います。草の根元の温度を測ると4

5℃程度はあり、これで良く生活でき

ると思いました。この土地は、環境省

がエコツーリズムを考えていたようで

すが、現在は金持ちの中国人の物にな

ってしまっているとのことでした。因

みに温泉のLllりには妙に赤いトンボが、

縄張り飛行をしたり、草の茎の高いと

ころに止まったりしていましたが、ま

さか温泉に卵を生み付けているのでは

ないでしょうと思いながら、なぜ温泉

の上だけという疑問は解けませんでし
た。この温泉では温泉卵ができるそう

です。カンボジア人も温泉卵を食べる
のかと思ったら、どうやら茄でること

が出来ると言う意味だったようです。

トンボが卵を産んでも温泉卵になるの

かナーと、極楽トンボの様なことを考
えていました。

昼食の前に、村山さんが3－4軒有
る売店の中から呼ぶものですから行っ

てみたら、何か黒々とした液体がプラ

スチックコップに注がれていました。
一口飲んで見てはいかがかと進められ

て恐る恐る飲んで見ました。あまり強

い臭いもなく焼酎様の物に何か漬けて
あると言うことでした。店の奥に（と

。’ 一
】
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■名簿について

名簿の発送を秋に予定をしていましたが、来年

2005年1月号に発送予定になりました。3月の規約

改正に伴う会費に関わる件が充分に周知されず、会

費納入期限が遅れたことが原因ですb今しばらくお

待ちくださしも

■名古屋支部

アサギマダラ。マーキング調査

～テレビ愛知にて報潰～

■連絡先などの変更は早めに！

会員のみなさんへ

転居・蝿因などによる住所・名前などの変更は、速

やかに事務局まで(最終ページ参照)連絡ください。

（以上、事務局：近藤）

◆フジバカマ吸蜜中のアサギマダラ

この秋、名古屋支部が取り組んだアサギマダラ・

プロジェクトがTV愛知の取材を受け､10月14日

（木）午後5:25より番組｢映像アイ」にて報道され

ました。

撮影は10月2日（土）東山植物園内でのマーキ

ング調査の日、当日は7頭をマーキングしました。

アサギマダラの飛翔は天気の良い日に改めて撮影さ

れました。アサギマダラ・プロジェクトを通して私

たち名古屋自然観察会や自然観察指導員の活動を名

古屋市内及び愛知県内の多数の人に、知ってもらう

機会になりました。

10月20日現在名古屋市内でマーキングした個体

は、そのまま東部丘陵を知多半島あるいは三重県方

面に南下するかと推定しましたが、東方向で捕獲さ

れました。1頭は幡豆郡幡豆町三ヶ根山で、いま1

頭は県内田原市衣笠林道にてそれぞれ再捕漉田原

市へ飛来した固体は、観察会参加者がマークしたも

の。「初めてのマーキング体験でこんなに早く再捕

獲の情報が入るなんて夢のよう・・・」とご本人は

大喜びの様子bその会の代表も「やったね！」と我

が事のようにメールの文字が弾んでいました。

この先、鹿児島県の奄美大島・喜界島、さらには

台湾などからも「ナゴヤ」マーク再怖轆1のニュー

スが飛び込んでくるやも知れませんb

アサギマダラの飛行ルートを探る調査であると

同時に、夢とロマンのある調査となりそうですも

募集1原稿。写真・宇fラスト■

協議会ニュースでは会員のみなさんの

参加をお待ちしております。

・原稿、イラスト、写真等・・・

「会員のページ」の原稿

「個人のWEBページ紹介」の原稿

「観察会の報告」の原稿・写真

「観察会のネタ披露」の原稿

「表紙」の写真・イラスト

今年の表紙は、西三河の近藤守さんの写真

をコメントと一緒に掲載していますが、み

なさんも写真やイラストなどで参加して

みませんか。年間でも、単発でも構いま

せんので、一度ご連絡ください。

その他様々な情報をお寄せください。

お待ちしております。

（連絡先：最終ページ編集部符川まで）

◆投稿原稿･写真その他作品の掲載につきましては、

編集部に一任をお願いいたしますも（編集部）

(報告：名古屋支部

アサギマダラ・プロジェクト担当：近藤）

「
・
Ｊ

Ｆ
Ｌ●
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研 修会:予定

講座研修「愛知県の自然の状況一生き物を通して一」 協議会主催

１
１

日時 集合場所研修

11/23(祝）

14:00～16:30

「動物の暮らしと愛知県の

自然」
場所名古屋市教育館第7研修室(2F)

1/30（日）
14;00～16f30

1/30（日）

14;00～16f30

「森づくりを通した実践活

動報告＆意見交換会」
未定（詳細次回以降連絡）

申し込み方法支部でとりまとめ大谷まで申し込む

連絡、間合先kokokei@nifty.comO572-23･6907

｜
原稿締め切り：1月15日：(1)申し込み方法：支部でとりまとめ、：≦：：
申し込み研修部大谷：～謀は大谷まで事し込む。霊毒；：

蕊篝鼠e-mailkokokei@nifty.com/翻義願し込み鰯職撚宏、..……………….…….………..……｡.……｡….“
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:饗溌蹴、…::…“.:鶏、n駒溌謹感舗907::

驚譲の参加篭職熱欺澗り蕪す。"--..ジ,fB_....今y､.S.P.｡Q:裸:.』｡-タン...--命｡′，診、

r ,冨筐嬉薑．、
裏表紙最後の行：95号→96号

編集スタッフ

稲生和久､岩沙雅代､近藤記巳子、

齋竹善行､古川俊江､符川真弓、

松尾初、横井邦子､吉田裕孝

◎みなさまのご意見．ご感想など原稿をお寄

せださい。

尚､原稿は内容を変えない程度に加筆・修正す

ることがあります。あらかじめご了承下さい。

「協議会ニュース」に関する宛先（編集部）

〒445-0863西尾市葵町44符川真弓

編集後記

2004年の「協議会二ユース」は、当97

号まで年6回を無事に編集・発行すること

ができました。会員のみなさんに原稿執

筆・写真提供いただきましたおかげ、感謝

いたします｡記念すべき100号も目前に迫

っています。記念特集を検討しています。

特集号の企画提案．あるいはエピソードな

どの投稿をお願いします。みなさん、お待

ちしていますよ～。（近藤記巳子）
、~ﾊー'ゞwCゞジ。､~｡、挫鯛農｡L'し王′ ノ

愛知県自然観察指導員連絡協議会事務局

〒457-0006愛知県名古屋市南区鳥栖2－6－17桜本町CH101
近藤記巳子Tel/FaxO52-822-7460
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